
 

事 務 連 絡 

令和２年５月１日 

 

各都道府県介護保険主管課（室） 御中 

 

厚生労働省老健局老人保健課 

 

 

「高齢者の状態・ケアの内容等のデータベース（CHASE）と介護ソフト

間における情報連携の標準仕様」について 

 

介護保険行政の円滑な実施につきましては、日頃から御尽力賜り厚くお礼申し上

げます。 

厚生労働省では、本日発出した「「ＣＨＡＳＥ 利用申請受付」について」の通り、

自立支援等の効果が科学的に裏付けられた介護を実現するために必要なデータを収

集・分析するための高齢者の状態・ケアの内容等のデータベース（CHASE）の構築を行

い、令和２年５月より運用を開始致しました。 

CHASE については、「科学的裏付けに基づく介護に係る検討会」の議論に基づき初期

仕様が検討され、介護現場の業務負担の観点から、データ収集の負担は極力少なくす

ることとされています。これに基づき、介護サービス提供事業所・施設において使用

されている介護記録入力ソフト等とのデータ連携を行うことができるよう、別紙の通

り「CHASE システムにおける CSV 連携の標準仕様書」を作成致しました。別紙標準仕

様に沿って改修した介護記録入力ソフト等を用いることにより、介護記録入力ソフト

等によって作成した介護保険制度に規定されている種々の加算において作成が要件

となっている様式例等について、CHASE に再度入力することなく CSV ファイルで出力

し、取り込むことができるようにすることで、介護サービス提供事業所・施設の CHASE

へのデータ入力に係る負担を軽減することになりますので、ベンダー等と相談の上、

活用いただくようお願いします。 

各都道府県におかれては、本事務連絡の内容について、貴管内の介護事業者、市町

村、関係団体、関係機関等に対して周知をお願いします。 

なお、利用申請等に関するご質問は、「ＣＨＡＳＥヘルプデスク」にて受付しますの

で、下記の E-mail 宛にお問い合わせいただきますようお願いいたします。 

 

 

 
 

事務連絡発出元 

厚生労働省 老健局 老人保健課 

担当  石丸、田邉、鶴澤 

電話  03-5253-1111（内線）3965、3944 

【ＣＨＡＳＥヘルプデスク 連絡先】 

E-mail ： chase@toshiba-sol.co.jp 

mailto:chase@toshiba-sol.co.jp
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1 .  システム概要 

1 . 1   背景  

2025  年には団塊の世代が75 歳以上となり、75 歳以上の人口及び総人口に占める人口比は 2040

年以降まで増加を続けることが見込まれる。このような中で、介護サービスの需要は大きく増大することが見

込まれ、制度の持続可能性を確保できるよう、介護職員の働き方改革と利用者に対するサービスの質の向

上を両立できる、新たな「介護」の在り方について検討を求められている。 

平成 12 年に開始された介護保険制度は、単に介護を要する高齢者の身の回りの世話をするというだけ

ではなく、高齢者の尊厳を保持し、自立した日常生活を支援することを理念とした制度であり、利用者のニ

ーズに対応して多様なサービス類型が用意され、また個々の類型の中で、独自の工夫を行っている事業者

も多い。しかしながら、そのアウトカム等について、科学的な検証に裏付けられた客観的な情報が十分に得ら

れているとまではいえない状況であり、個々の利用者が、そのニーズに応じて、多様なサービスを比較しつつ、

選択を行えるよう支援するためには、介護分野においても科学的手法に基づく分析を進め、エビデンスを蓄

積し活用していくことが必要である。また、このような分析の成果をフィードバックすることによって、事業者にお

けるサービスの質の向上も期待できる。 

このような問題意識等に基づき、厚生労働省は、介護分野におけるエビデンスの蓄積と活用のために必要

な「介護に関するサービス・状態等を収集するデータベース」の構築を目指し、令和２ 年度に「高齢者の状

態・ケアの内容等を収集するデータベース（ 以下、「CHASE」という。） 」の本格運用を開始した。 

 

1 . 2   目的及び期待する効果 

厚生労働省が保有する介護保険総合データベース（ 以下、「介護Ｄ Ｂ 」という） では、要介護認定情

報・介護レセプト等情報を収集しているが、介護サービス利用者の詳細な状態やケアの内容については把

握することができない。 

CHASE では、これら介護ケアの内容や効果に係る情報の把握を可能とするため、介護事業所から収集・

蓄積した状態やケアの内容に関する情報のデータベースを構築することを目的とする。本データベースを構築

することにより、介護Ｄ Ｂ に収集されている要介護認定情報・介護レセプト等情報を補完し、栄養や認知

症等に係る項目などの分析・評価を可能とすることが期待される。 

 

1 . 3   CSV ファイルからのデータ取り込み 

CHASE で収集するすべての情報について、介護事業所で新たに入力を行うことは業務負担も大きく、現

実的ではない。介護業務ソフトを導入している介護事業所では、既にCHASE で収集する情報の一部は介

護業務ソフト上で電子化されて管理されており、この情報を CHASE に取り込むことで介護事業所における

負担を少なくしながらCHASE で必要となる情報の収集が可能となる。こうしたことを考慮して、「2 .  CSV ファ

イル取り込み機能について」に示すとおり、CHASE は、介護業務ソフトから作成されたCSV ファイルの取り込

み機能を有する。各事業所がインターネット回線にてCHASE に接続し、介護業務ソフトからCHASE クライ

アントアプリケーションに共通インターフェースを介することにより、CSV ファイルの取り込みを可能とする。 

CSV ファイル取り込み機能により取り込むデータのうち、個人情報に該当するものは、業務パソコン端末内

のブラウザーに内蔵しているデータベース（ I ndexedDB） に保存し、個人情報以外の情報はインターネット

回線にてCHASE のデータセンタにあるデータベースに登録する。CSV ファイルの取り込み時におけるデータ保

存の流れを、「図表 1. 3 . 1   CSV ファイルからのデータ取り込み時の流れ」に示す。 
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ブラウザー 

事業所 B   

ブラウザー 

事業所 A   

 CSV ファイル 

(個人情報含む) 

CHASE データセンタ 

事業所情報、ユーザー情報、 

利用者情報、様式情報等 

(個人情報は含まず) 

データベース

( I ndexedDB)  
（ 個人情報保有）  

データベース
(I ndexedDB)  

（ 個人情報保有）  

 インターネット回線 

（ SSL 通信）  

業務 

パソコン 

業務 

パソコン 

データベース 

CSV ファイル 

(個人情報含む) 

図表 1.3 . 1  CSV ファイルからのデータ取り込み時の流れ 
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2 .  CSV ファイル取り込み機能について 

2 . 1   概要 

CHASE は、介護業務ソフトから作成されたCSV ファイル取り込み機能を有する。CSV ファイル取り込み機

能とは、介護業務ソフトから作成されたCSV ファイルからデータの取り込みを行う機能であり、介護業務ソフト

で作成した情報を、CHASE で取り扱う情報（ 介護サービス利用者の詳細な状態やケアの内容に関する情

報等） としてCSV 形式で取り込み、システムに登録する。 

 

事業所が介護業務ソフトから作成したCSV ファイルのデータをCHASE に取り込む流れは、以下のとおりで

ある。 

① 利用者に関する情報を介護業務ソフト等から、CHASEに対応したCSVファイルで書き出す。 

② 介護業務ソフト等から作成した様式を、CHASEに対応したCSVファイルで書き出す 

③ 上記①、②で作成したCSVファイルをCHASEクライアントアプリケーションに一括して取り込む。 

 

以上の流れを「図表 2. 1 . 1  介護業務ソフトから出力した CSV ファイルのCHASE への取り込みの流れ」

に示す。 

 

 
 

 

2 . 2   稼動環境 

CHASE クライアントアプリケーションが稼動する業務パソコンの構成を「図表 2. 2 . 1   CHASE の稼動に必

要な業務パソコンの構成」、必要となるソフトウェアやツール等を「図表 2. 2 . 2  CHASE の稼動に必要なソフ

トウェアやツール（ 業務パソコン） 」に示す。 

 

図表 2. 1 . 1  介護業務ソフトから出力したCSV ファイルのCHASE への取り込みの流れ 

利用者情報 

様式情報.csv 

利用者情報.csv 
様式 A 

様式 B 

様式 C 

…
 

③ 

 ② 

① 

③ 

介護業務ソフト 

CHASE 
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No.  項目 内容 

1 OS W indow s 8 . 1 ,  10  

2  ブラウザー I nternet Exp lorer11 ,  Microsoft Edge 

※個人情報に該当するものはI ndexedDB 上に保存 

3 起動アイコン CHASE を起動するツール（ 起動ランチャー）  

 

 

2 . 3   連携頻度について 

介護業務ソフトからCHASE に連携する頻度は、月１ 回程度を想定する。介護事業所職員の操作負担

をできる限り低減できるように、CHASE へデータ提供を可能とする利用者の「3 .  CHASE インターフェース仕

様について」に示すデータについて、介護業務ソフトにおいて前回提供時からの更新分（ 差分） を自動抽

出できるよう考慮することが望ましい。 

 

HTML 5 . 0 ,  JavaScrip t,  CSS 

 I n ternet Exp lorer / Microsoft Edg e 

I ndexedDB 

W indow s 

 

起動アイコン 

図表 2. 2 . 2  CHASE の稼動に必要なソフトウェアやツール（ 業務パソコン）  

図表 2 . 2 . 1  CHASE の稼動に必要な業務パソコンの構成 
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3 .  CHASE インターフェース仕様について 

3 . 1   概要 

CHASE は、介護業務ソフト等から作成したCSV ファイルを介してデータの取り込みを行うインターフェースを

持つ。 

インターフェースのCSV ファイルの取り込みを行う機能では、介護サービス利用者情報をCHASE に登録し、

その後、各様式情報を CHASE に登録する。CHASE に登録するデータ項目の詳細については、「4 . データ

項目仕様について」を参照すること。 

 

3 . 2   インターフェース一覧 

CHASE が有するインターフェース一覧を「図表 3. 2 . 1  インターフェース一覧」に示す。 

 

インターフェース名 
インターフェースの種類を示

す物理名 
説明 

利用者情報 SERVI CE_ USER_ I NFO 
介護利用者情報に係るCSV データをCHASE に登録す
る。 

栄養マネジメントヘッダ

明細情報 

FORM_ A 利用者の栄養マネジメントヘッダ明細情報に係る様式の

CSV データを CHASE に登録する。 

経口移行・維持情報 
FORM_ B 利用者の経口移行・維持情報に係る様式のCSV データ

を CHASE に登録する。 

口腔機能アセスメント

ヘッダ明細情報 

FORM_ C 利用者の口腔機能アセスメントヘッダ明細情報に係る様

式のCSV データを CHASE に登録する。 

口腔機能管理記録

情報 

FORM_ D 利用者の口腔機能管理記録情報に係る様式のCSV デ

ータを CHASE に登録する。 

認知症情報 
FORM_ E 利用者の認知症情報に係る様式のCSV データを

CHASE に登録する。 

興味関心チェック情報 
FORM_ F 利用者の興味関心チェック情報に係る様式のCSV デー

タを CHASE に登録する。 

居宅訪問チェック情報 
FORM_ G 利用者の居宅訪問チェック情報に係る様式のCSV デー

タを CHASE に登録する。 

各アセスメント様式評

価情報 

FORM_ H 利用者の各アセスメント様式評価情報に係る様式の

CSV データを CHASE に登録する。 

基本チェックリスト情報 
FORM_ I  利用者の基本チェックリスト情報に係る様式のCSV デー

タを CHASE に登録する。 

CHASE 基本項目情

報 

FORM_ Z 利用者のCHASE 基本項目情報に係る様式のCSV デ

ータを CHASE に登録する。 

CHASE 基本項目情

報 (既往歴情報) 

FORM_ Z_ DETAI L_ ME

DI CAL_ HI STORY 

利用者の既往歴情報に係る様式のCSV データを

CHASE に登録する。 

CHASE 基本項目情

報 (服薬情報) 

FORM_ Z_ DETAI L_ ME

DI CINE 

他システムにて作成された利用者の服薬情報に係る様

式のCSV データを CHASE に登録する。 

CHASE 基本項目情

報 (同居人情報) 

FORM_ Z_ DETAI L_ RO

OMMATE 

他システムにて作成された利用者の同居人情報に係る

様式のCSV データを CHASE に登録する。 

 図表 3 . 2 . 1  インターフェース一覧 



8 

 

3 . 3   インターフェースファイルの関係について 

インターフェースファイルの関係について、「図表 3. 3 . 1  CHASE インターフェースファイルの関係」に示す。利

用者情報を親ファイルとして、各様式の情報が紐付く構造とする。なお、それぞれのファイルにある外部システ

ム管理番号は、同一番号がCHASE に送信された際に、過去に連記されたデータを上書き（ 更新） ができ

るよう（ 二重登録にならないよう） に連携する番号である。例えば、栄養マネジメントヘッダ明細情報であれ

ば、対象の事業所内でその栄養マネジメントの様式情報を一意に管理する介護業務ソフト上のプライマリー

キーに相当する項目が連携されることを想定している。ただし、図の下段にある既往歴情報、服薬情報、同

居人情報についてはCHASE 基本項目情報を親ファイルとする子明細（ ファイル） として連携することにして

いるため、外部システム管理番号が外部キーの１ つとして関係する。したがって， 既往歴情報、服薬情報、

同居人情報の外部システム管理番号は、CHASE 基本項目情報と同一の外部システム管理番号となるこ

とに注意すること。 

 

5 
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外部システム管理番号※1

事業所番号

サービス種類コ ード

保険者番号

被保険者番号

利用者姓

・ ・ ・ （ 以下略）

※1： 事業所内で管理する事業所番

号， サービス種類コ ード 単位で一

意になる利用者の番号。 システム

連携時に， CHASE内システムで管

理する前回連携し たレコ ード と の

置換に利用する。

利用者情報【 SERVICE_ USER_ IN FO】 栄養マネジメ ント ヘッ ダ明細情報【 FOR M _ A】

外部システム管理番号※2

外部システム管理明細番号

事業所番号（ FK）

サービス種類コ ード （ FK）

保険者番号（ FK）

被保険者番号（ FK）

記録職員職種

施設／通所・ 居宅区分

実施日

・ ・ ・ （ 以下略）

※2： 栄養マネジメ ント 様式と し て １ 帳票に表示す

る明細情報の単位と し て送信する 。 事業所内で栄養

マネジメ ント の様式情報と し て一意に管理する番号

と する。 被保険者番号ごと に一意で も よい。

CHASEでは同番号が送信さ れた際に， 上書き がで

き るよう （ 二重登録になら ないよ う ） 管理する。

経口移行・ 維持情報【 FORM _ B】

外部システム管理番号※3

事業所番号（ FK）

サービス種類コ ード (FK)

保険者番号（ FK）

被保険者番号（ FK）

検査実施日

記録職員職種

・ ・ ・ （ 以下略）

※3： 経口・ 維持情報様式と し て１ 帳票に表

示する明細情報の単位と し て送信する 。 事

業所内で経口・ 維持情報の様式情報と し て

一意に管理する番号と する。 被保険者番号

ごと に一意でも よい。 CHASEでは同番号が

送信さ れた際に， 上書き ができ るよ う （ 二

重登録になら ないよう ） 管理する。

1 0,n

0,n

1

口腔機能アセスメ ント ヘッ ダ明細情報【 FORM _ C】 ～ 基本チェ ッ ク リ スト 情報【 FORM _ I】 は上記の利用者情報と

栄養マネジメ ント ヘッ ダ明細情報又は経口移行・ 維持情報と の関係と 同じ ため， 図表上の表現と し ては省略する 。

外部システム管理番号※4

事業所番号（ FK）

サービス種類コ ード （ FK）

保険者番号（ FK）

被保険者番号（ FK）

記録日

記録職員職種

身長

・ ・ ・ （ 以下略）

※4： CHASE基本項目様式と し て １ 帳票に表示する

明細情報の単位と し て送信する。 事業所内で

CHASE基本項目の様式情報と し て 一意に管理する

番号と する。 被保険者番号ごと に一意でも よい。

CHASEでは同番号が送信さ れた際に， 上書き がで

き るよう （ 二重登録になら ないよう ） 管理する。

CHASE基本項目情報【 FORM _ Z】

1

0,n

1

0,n

CHASE基本項目情報(既往歴情報)

【 FORM _ Z_ DETAIL_ M ED ICAL_ H ISTORY】

外部システム管理番号※4（ FK ）

外部システム管理明細番号

事業所番号（ FK）

サービス種類コ ード （ FK）

保険者番号（ FK）

被保険者番号 （ FK）

記録日

病名

・ ・ ・ （ 以下略）

1 0,n

CHASE基本項目情報（ 服薬情報）

【 FORM _ Z_ DETAIL_ M EDI CIN E】

外部システム管理番号※4（ FK ）

外部システム管理明細番号

事業所番号（ FK）

サービス種類コ ード （ FK）

保険者番号（ FK）

被保険者番号 （ FK）

記録日

薬剤名

・ ・ ・ （ 以下略）

CHASE基本項目情報（ 同居人情報）

【 FORM _ Z_ DETAIL_ ROOM M AT E】

外部システム管理番号※4（ FK ）

外部システム管理明細番号

事業所番号（ FK）

サービス種類コ ード （ FK）

保険者番号（ FK）

被保険者番号 （ FK）

続柄

同居区分

・ ・ ・ （ 以下略）

1 0,n

1 0,n

CHASE基本項目情報 群
 

  

 

 

 

図表 3 . 3 . 1  CHASE インターフェースファイルの関係 
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4 .  データ項目仕様について 

4 . 1   項目一覧 

各インターフェースファイルにおけるデータ項目の一覧は、別紙「CHASE インターフェース項目一覧」を参照

すること。 

 

4 . 2   ファイル構成 

介護業務ソフトより出力し， CHASE にて取り込むファイルはCSV ファイルとし、次の構成とする。 

 

 

4 . 3   ファイルエンコード 

UTF-8 又はShift-JI S（ MS932） のいずれかとする。なお、UTF-8 の場合には、BOM は付ける、付け

ないどちらでも構わない。 

 

行数 説明 備考 例 

1  
Data 

type 

I F の種類を表す物理名 

->  SERVI CE_ USER_ I NFO ,  FORM_ A ,   

FORM_ B ,  … 

1 行目： SERVICE_ USER_ I NFO 

2 行目： nam e, b irthday, address 

3 行目： AAA, 19901231 ,住所１  

4 行目： BBB, 19801005 ,住所２  

5 行目： CCC, 19800115 , 住所ｎ  2  

Colum n 

nam es 

list 

- 項目の物理名をカンマ「, 」で区切ったもの 

3  
Data row  

1  

- データをカンマ「, 」で区切ったもの 

- カンマ「, 」もしくはダブルクオーテーション「"」を  

含む可能性のある項目については、ダブルク

オーテーションで囲まれるものとする（ CSV フ

ァイルを作成するソフトウェア仕様による） 。 

- 以下２ つの特殊処理を設定する：  

 ・空値（ Nu ll に該当。CSV ファイル内では連 

続したカンマ。）   

→ 更新時： 更新しない挿入時： Nu ll で

DB に格納。 

・半角空白 

  → Nu ll に置き換える。（ データ削除目的  

の特殊処理）  

  → 全角空白、２ つ連続した半角空白は 

通常データ扱い。 

… … 

n  
Data row  

n-2  

― 改行文字 改行コードは、CR-LF 又はCR とする。  

 図表 4 . 2 . 1  CSV ファイルのデータ構成 
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4 . 4   ファイル命名規則 

ファイル名に関する規則は設けないが、介護事業所職員はCHASE のCSV 取込み操作においては、まず

利用者情報を取り込む必要があることから、対象のデータファイルをわかりやすく識別できるよう固定的な名称

を要する場合は、以下を推奨する。 

 

           推奨ファイル名称 =  [Data type] +  "_ " +  [管理連番] +  [独自記号] +  ". csv" 

     例） 利用者情報のファイル２ 種類と、栄養マネジメントヘッダ明細情報。 

1 SERVI CE_ USER_ I NFO_ 1 _ 20191120 . csv 

2  SERVI CE_ USER_ I NFO_ 2 _ 20191120 . csv 

3  FORM_ A_ 1 . csv 
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5 .  CSV 連携仕様書全般に関する問合せ先 
 

本 CSV 連携仕様書に関する質問及び CSV 連携に係るテスト等の問合せは、厚生労働省の委託先である

CHASE 運用保守事業者の「Ｃ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ ヘルプデスク」にて受付けを行う。仕様に関する質問やテストの相談につ

いては、以下の E-m ail 宛に問合せをすること。なお、問合せをする場合には、CSV 連携を予定する介護事業所

名称と事業所番号を問合せ内容に含めて行うこと。 

 

【Ｃ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ ヘルプデスク 連絡先】：  

                E-m ail ：  chase@ tosh iba-sol. co. j p  

 

 

mailto:chase@toshiba-sol.co.jp


外部システム管理番号 文字列 150 ○ 事業所内で管理する 事業所番号， サービ ス種類コ ード
単位で一意になる利用者の番号。 システム連携時に，
CHASE内システムで管理する前回連携し たレ コ ード と の
置換に利用する 。

4 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

5 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○ 介護事業所内でCHASEのWebブラ ウザ画面の表示に利用
さ れる項目。 CHASE送付時にはCHASE機能によ り 不可逆
的にハッ シュ 化さ れる。 他外部イ ン タ ーフ ェ ースの同
項目も 同様に処理さ れる 。

6 l ast _ name 利用者姓 文字列 30 ○ 介護事業所内でCHASEのWebブラ ウザ画面の表示に利用
さ れる 項目。 厚生労働省のCHASEには送付さ れない。

7 f i r st _ name 利用者名 文字列 30 ○ 介護事業所内でCHASEのWebブラ ウザ画面の表示に利用
さ れる 項目。 厚生労働省のCHASEには送付さ れない。

8 l ast _ name_ kana 利用者姓半角カ ナ 文字列 30 介護事業所内でCHASEのWebブラ ウザ画面の表示に利用
さ れる 項目。 厚生労働省のCHASEには送付さ れない。

9 f i r st _ name_ kana 利用者名半角カ ナ 文字列 30 介護事業所内でCHASEのWebブラ ウザ画面の表示に利用
さ れる 項目。 厚生労働省のCHASEには送付さ れない。

10 gender 利用者性別 数値 1 ○ 1: 男性
2: 女性

11 bi r t hday 利用者生年月日 文字列 8 ○ yyyyMMdd 介護事業所内でCHASEのWebブラ ウザ画面の表示に利用
さ れる項目。 CHASE送付時にはCHASE機能によ り 一律15
日に置換さ れる 。

12 cer t i f i ed_ dat e 認定日 文字列 8 yyyyMMdd

13 car e_ per i od_ st ar t 利用者介護認定年月日（ 開始） 文字列 8 yyyyMMdd

14 car e_ per i od_ end 利用者介護認定年月日（ 終了） 文字列 8 yyyyMMdd



23： 要介護３
24： 要介護４
25： 要介護５

16 r emar ks 備考 文字列 200 介護事業所内でCHASEのWebブラ ウザ画面の表示に利用
さ れる 項目。 厚生労働省のCHASEには送付さ れない。
CHASEの利用者詳細の画面上に、 他利用者情報の項目以
外で表示し ておく べき 情報がある 場合に当該項目を 利
用する 。



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ 栄養マネジメ ン ト 様式と し て１ 帳票に表示する明細情
報の単位と し て送信する 。 事業所内で栄養マネジメ ン
ト の様式情報と し て一意に管理する 番号と する。 被保
険者番号ごと に一意でも よい。 CHASEでは同番号が送信
さ れた際に， 上書き ができ る よう （ 二重登録になら な
いよう ） 管理する。

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

施設／通所・ 居宅区分 文字列 1 ○ 1： 施設
2： 通所・ 居宅

施設又は通所・ 居宅を 表す区分。

外部システム管理明細番号 文字列 150 ○ 事業所内で栄養マネジメ ント の様式情報と し て以降の
実施日から の情報を 一意に管理する 番号。 外部システ
ム管理番号ごと に一意でよい。 CHASEでは同番号が送信
さ れた際に， 上書き ができ る よう （ 二重登録になら な
いよう ） 管理する。



4： あまり よ く ない
5： よく ない

13 hei ght 身長 数値 3 1 センチメ ート ル単位入力

14 wei ght 体重 数値 3 1 キログラ ム単位入力（ 小数点第一位まで）

3%以上の体重減少_ 有無 文字列 1 0： 無し
1： 増
2： 減

3%以上の体重減少_ 減少し た体重 数値 3 1 キログラ ム単位入力（ 小数点第一位まで）

3%以上の体重減少_ 期間 数値 3 月数（ 整数） で入力　 例　 2

血清アルブミ ン値_ 有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

血清アルブミ ン値 数値 3 1 小数点第一位まで入力（ g/dl ）

20 bedsor e 褥瘡 文字列 1 0： 無し
1： 有り

経腸栄養法有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

静脈栄養法有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

23 di et ar y_ i nt ake 食事摂取量 数値 3 ％で入力（ 整数）

24 st apl e_ f ood_ i nt ake 主食の摂取量 数値 3 ％で入力（ 整数）

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



必要栄養量_ たんぱく 質 数値 4 1 グラ ムで入力

提供栄養量_ たんぱく 質 数値 4 1 グラ ムで入力

食事の留意事項の有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

安定し た正し い姿勢が自分でと 文字列 1 0： 無し
1： 有り

食事に集中するこ と ができ ない 文字列 1 0： 無し
1： 有り

食事中に傾眠や意識混濁がある 文字列 1 0： 無し
1： 有り

歯（ 義歯） のない状態で食事を 文字列 1 0： 無し
1： 有り

食べ物を 口腔内に溜め込む 文字列 1 0： 無し
1： 有り

固形の食べ物を 咀し ゃ く 中にむ 文字列 1 0： 無し
1： 有り

食後、 頬の内側や口腔内に残渣 文字列 1 0： 無し
1： 有り

水分でむせる 文字列 1 0： 無し
1： 有り

食事中、 食後に咳を する こ と が 文字列 1 0： 無し
1： 有り

その他 文字列 1 0： 無し

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



1： 有り

他職種による 栄養ケアの課題

褥瘡 文字列 1 0： 無し
1： 有り

口腔及び摂食・ 嚥下 文字列 1 0： 無し
1： 有り

嘔気・ 嘔吐 文字列 1 0： 無し
1： 有り

下痢 文字列 1 0： 無し
1： 有り

便秘 文字列 1 0： 無し
1： 有り

浮腫 文字列 1 0： 無し
1： 有り

脱水 文字列 1 0： 無し
1： 有り

感染・ 発熱 文字列 1 0： 無し
1： 有り

経腸・ 静脈栄養 文字列 1 0： 無し
1： 有り

生活機能低下 文字列 1 0： 無し
1： 有り

閉じ こ も り 文字列 1 0： 無し
1： 有り

う つ 文字列 1 0： 無し
1： 有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



身体機能・ 臨床症状 文字列 1 0： 無し
1： 有り

習慣・ 周辺環境 文字列 1 0： 無し
1： 有り

62 eval uat i on_ ot her その他 文字列 1 0： 無し
1： 有り

63 over al l _ eval uat i on 総合評価 文字列 1 1： 改善
2： 改善傾向
3： 維持
4： 改善が認めら れない



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ 経口・ 維持情報様式と し て１ 帳票に表示する 明細情報
の単位と し て送信する。 事業所内で経口・ 維持情報の
様式情報と し て一意に管理する番号と する。 被保険者
番号ごと に一意でも よい。 CHASEでは同番号が送信さ れ
た際に， 上書き ができ る よう （ 二重登録になら ないよ
う ） 管理する。

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

検査実施日 文字列 8 yyyyMMdd ○ 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

歯又は使用中の義歯の有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

食事中の介助の必要の有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



　 嚥下内視鏡検査 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

　 嚥下造影検査 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

　 咀嚼能力・ 機能の検査 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

認知機能に課題あり （ 検査不可
のため食事の観察にて確認）

文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

17 i nspect i on_ ot her 　 その他 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

 検査結果や観察な ど を 通し て 把握

　 認知機能 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

　 咀嚼・ 口腔機能 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

　 嚥下機能 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食事の観察の実施日 文字列 8 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

医師 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

歯科医師 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

管理栄養士／栄養士 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



看護職員 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

介護職員 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

介護支援専門員 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

上半身が左右や前後に動く 傾向
があり 、 座位の保持が困難であ

文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

頚部が後屈し がち である 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食事を 楽し みにし ていない 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食事を し ながら 、 寝てし まう 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食べ始めら れない、 食べても 頻
繁に食事を 中断し てし まう 、 食

文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食事又はその介助を 拒否する 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食事に時間がかかり 、 疲労する 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

次から 次へと 食べ物を 口に運ぶ 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

口腔内が乾燥し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

口腔内の衛生状態が悪い 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



口から 食物や唾液がこ ぼれる 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

口腔内に植物残渣が目立つ 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食物を なかなか飲み込まず、 嚥 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食事中や食後に濁っ た声になる 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

一口あたり 何度も 嚥下する 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

頻繁にむせたり 、 せき こ んだり 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食事中や食後に濁っ た声に変わ 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食事の後半は疲れてし まい、 特
に良く むせたり 、 呼吸音が濁っ

文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

観察時から 直近一ヶ 月以内で、
食後又は食事中に嘔吐し たこ と

文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

食事の摂取量に問題がある（ 拒 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

54 meet i ng_ dat e 会議実施日 文字列 8 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

医師 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

歯科医師 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



作業療法士 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

理学療法士 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

看護職員 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

介護職員 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

介護支援専門員 文字列 1 0： チェ ッ ク 無し
1： チェ ッ ク 有り

支援の観点_ 食事の形態・ と ろ み、 文字列 1 0： 現状維持
1： 変更

食事の周囲環境 文字列 1 0： 現状維持
1： 変更

食事の介助の方法 文字列 1 0： 現状維持
1： 変更

口腔のケアの方法 文字列 1 0： 現状維持
1： 変更

医療又は歯科医療受療の必要性 文字列 1 0： 無し
1： 有り



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ 口腔機能アセスメ ン ト 様式と し て１ 帳票に表示する明
細情報の単位と し て送信する 。 事業所内で口腔機能ア
セスメ ント の様式情報と し て一意に管理する 番号と す
る 。 被保険者番号ごと に一意でも よ い。 CHASEでは同番
号が送信さ れた際に， 上書き ができ るよ う （ 二重登録
になら ないよう ） 管理する。

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

7 f i l i ng_ dat e 記入日 文字列 8 ○ yyyyMMdd 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

8 f ami l y_ dent i st かかり つけ歯科医 文字列 1 0： 無し
1： 有り

9 dent ur e_ usi ng 入れ歯の使用 文字列 1 0： 無し
1： 有り



1： 該当有り

15 i ssue_ swal l ow 　 飲み込み 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

16 i ssue_ t al k 　 会話 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

17 i ssue_ spi l l _ f ood 　 食べこ ぼし 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

18 i ssue_ dent ur e 　 義歯（ 痛み・ 動揺・ 清掃状 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

19 i ssue_ ot her s 　 その他 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

外部システム管理明細番号 文字列 150 ○ 事業所内で口腔機能アセスメ ント の様式情報と し て以
降の実施日から の情報を 一意に管理する 番号。 外部シ
ステム管理番号ごと に一意でよい。 CHASEでは同番号が
送信さ れた際に， 上書き ができ る よ う （ 二重登録にな
ら ないよう ） 管理する。

21 pr ocess 対象プロ セス 文字列 1 1： 事前アセスメ ン ト
2： モニタ リ ング
3： 事後アセスメ ン ト

ア セ ス メ ン ト ・ モ ニ タ リ ン グ実施 文字列 8 ○ yyyyMMdd 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

23 f i l i ng_ st af f 記入者 文字列 1 1： 言語聴覚士
2： 歯科衛生士
3： 看護師

　 固いも ののかみにく さ 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 お茶や汁物等によ るむせ 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 口のかわき 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 咬筋の触診（ 咬合力） 文字列 1 0： 強い
1： 弱い
2： 無し

　 歯や義歯のよごれ 文字列 1 0： 無し
1： 有り
2： 多い

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



い）

オーラ ルディ アド コ キネシス_ カ 数値 3 30秒間の回数を 入力（ 小数点以下の制限はし て いな
い）

35 pr obl em_ bi t e 　 かむ 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

36 pr obl em_ swal l ow 　 飲み込み 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

37 pr obl em_ dr y_ mout h 　 口のかわき 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

38 pr obl em_ bad_ br eat h 　 口臭 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

　 歯みがき 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

40 pr obl em_ spi l l _ f ood 　 食べこ ぼし 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

41 pr obl em_ choke 　 むせ 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

42 pr obl em_ t al k 　 会話 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

43 pr obl em_ ot her s 　 その他 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

サービ ス を 継続し な いこ と によ る 文字列 1 0： 無し
1： 有り

サービス継続の必要性 文字列 1 0： 無し
1： 有り

計画変更の必要性 文字列 1 0： 無し
1： 有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ 口腔機能管理記録様式と し て１ 帳票に表示する明細情
報の単位と し て送信する 。 事業所内で口腔機能管理記
録の様式情報と し て一意に管理する 番号と する。 被保
険者番号ごと に一意でも よい。 CHASEでは同番号が送信
さ れた際に， 上書き ができ る よう （ 二重登録になら な
いよう ） 管理する。

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

7 pl an_ cr eat e_ dat e 口腔機能改善管理指導計画作成日 文字列 8 ○ yyyyMMdd

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



歯みがき 実地指導 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

かむ 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

飲み込み 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

発音・ 発声 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

呼吸 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

口腔体操・ 嚥下体操 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

歯みがき の実施 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

その他 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

歯みがき 支援（ 確認・ 声かけ・ 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

口腔体操等支援 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

その他 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ 事業所内で認知症情報と し て一意に管理する 番号と す
る 。 被保険者番号ごと に一意でも よ い。 CHASEでは同番
号が送信さ れた際に， 上書き ができ る よ う （ 二重登録に
なら ないよ う ） 管理する 。

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

実施日 文字列 8 ○ yyyyMMdd 0~9から なる 8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

改定長谷川式認知症スケール 数値 2 HDS-Rの値を 記載する

年齢　 お年はいく つですか？ 文字列 2 01： 誤り
02： 正答

時間の見当識　 今日は何年何月何
日ですか？何曜日ですか？

文字列 2 01： 誤り
02： 1つ正答
03： 2つ正答
04： 3つ正答

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。



02： 1つ正答
03： 2つ正答

文字列 2 01： 誤り
02： 正答

数字の逆唱　 ３ －５ －２ －９ 文字列 2 01： 誤り
02： 正答

３ つの言葉の遅延再生　 No. 12のも
のの名前を 思い出す（ １ つめ）

文字列 2 01： 誤り
02： 正答（ ヒ ン ト あり ）
03： 正答

３ つの言葉の遅延再生　 No. 12のも
のの名前を 思い出す（ ２ つめ）

文字列 2 01： 誤り
02： 正答（ ヒ ン ト あり ）
03： 正答

３ つの言葉の遅延再生　 No. 12のも
のの名前を 思い出す（ ３ つめ）

文字列 2 01： 誤り
02： 正答（ ヒ ン ト あり ）
03： 正答

物品記銘　 相互に無関係な５ つの 文字列 2 01： 誤り
02： 1つ正答
03： 2つ正答
04： 3つ正答
05： 4つ正答
06： 5つ正答

言語の流暢性　 野菜の名前を でき 文字列 2 01： 0～5個
02： 6個
03： 7個
04： 8個
05： 9個
06： 10個以上

数値 2 Vi t al i t y I ndexの合計得点を 記載する

文字列 1 0： 自分から 起床する こ と がない
1： 起こ さ ないと 起床し ないこ と があ
る
2： いつも 定時に起床し ている

文字列 1 0： 反応がない
1： 挨拶、 呼びかけに対し 返答や笑顔
がみら れる
2： 自分から 挨拶する 、 話し かける

文字列 1 0： 食事に関心がない、 全く 食べよ う

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。



同じ こ と を 何度も 何度も 聞く 文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

よ く 物を なく し たり 、 置き 場所を
間違えたり 、 隠し たり し ている

文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

日常的な物事に関心を 示さ ない 文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

特別な事情がないのに夜中起き 出 文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

特別な根拠も ないのに人に言いが 文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

同じ 動作を いつまでも 繰り 返す 文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

文字列 1 0： 全く ない



1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

明ら かな理由なし に物を 貯め込む 文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある

引き 出し やタ ン スの中身を 全部出 文字列 1 0： 全く ない
1： ほと んど ない
2： と き ど き ある
3： よ く ある
4： 常にある



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ 興味関心チェ ッ ク 様式と し て１ 帳票に表示する明細情
報の単位と し て送信する 。 事業所内で興味関心チェ ッ
ク の様式情報と し て一意に管理する 番号と する。 被保
険者番号ごと に一意でも よい。 CHASEでは同番号が送信
さ れた際に， 上書き ができ る よう （ 二重登録になら な
いよう ） 管理する。

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

作成日 文字列 8 ○ yyyyMMdd 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

8 t oi l et _ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

9 t oi l et _ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



13 bat h_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

14 cl ot hes_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

16 cl ot hes_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

17 eat i ng_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

18 eat i ng_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

19 eat i ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



28 sl eepi ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

31 cl eani ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

32 cooki ng_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

34 cooki ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

37 shoppi ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



43 washi ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

44 dr i vi ng_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

46 dr i vi ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

47 out go_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

48 out go_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

49 out go_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

52 car e_ chi l d_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



58 t al ki ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

64 goi ng_ dat e_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



73 communi t y_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

76 r el i gi on_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

77 hi st or y_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

79 hi st or y_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

80 r eadi ng_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

82 r eadi ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

83 hai ku_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

84 hai ku_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



88 cal l i gr aphy_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

89 dr awi ng_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

91 dr awi ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

92 pc_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

93 pc_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

94 pc_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

95 pi ct ur e_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

97 pi ct ur e_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

98 movi e_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

99 movi e_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



103 t ea_ f l ower _ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

104 si ngi ng_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

106 si ngi ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

107 musi c_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

108 musi c_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

109 musi c_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

将棋・ 囲碁・ 麻雀・ ゲーム等

110 game_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

111 game_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

112 game_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



118 wal ki ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

ゴ ル フ ・ グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ ・ 水

119 spor t s_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

120 spor t s_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

121 spor t s_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

122 dance_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

123 dance_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

124 dance_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

127 spect at e_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

競馬・ 競輪・ 競艇・ パチン コ

128 gambl e_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

129 gambl e_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



133 kni t t i ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

134 sewi ng_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

135 sewi ng_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

136 sewi ng_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

137 f i el d_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

138 f i el d_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

139 f i el d_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

140 j ob_ i nt er est ed 興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

141 j ob_ want _ t o_ t r y し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

142 j ob_ doi ng し ている 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

興味がある 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

し てみたい 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ 事業所内で居宅訪問チェ ッ ク 情報と し て一意に管理する
番号と する 。 被保険者番号ご と に一意でも よ い。 CHASE
では同番号が送信さ れた際に， 上書き ができ る よ う （ 二
重登録になら ないよ う ） 管理する 。

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

7 vi si t _ dat e 訪問日 文字列 8 ○ yyyyMMdd 0~9から なる 8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。



　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。



　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

　 自立度 文字列 1 0： 全介助
1： 一部介助
2： 見守り
3： 自立

　 課題有無 文字列 1 0： 無し
1： 有り

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ 事業所内で各アセスメ ン ト 様式評価情報と し て一意に管
理する 番号と する 。 被保険者番号ごと に一意でも よ い。
CHASEでは同番号が送信さ れた際に， 上書き ができ る よ
う （ 二重登録になら ないよ う ） 管理する 。

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

7 eval uat e_ dat e 評価日 文字列 8 ○ yyyyMMdd 0~9から なる 8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

8 eval uat e_ met hod 評価方法 文字列 1 ○ 1： H（ 包括的自立支援プ ロ グラ ム）
2： K（ 居宅サービ ス計画ガイ ド ラ イ
ン ）
3： M( MDS-HC2. 0)
4： M( MDS2. 1)
5： R4( A-3)
6： R4( A-2)



3： 全介助
4： 行っ ていない
【 MDS、 MDS-HC】
0： 自立
1： 準備のみ
2： 観察
3： 部分的な援助
4： 広範な援助
5： 最大の援助
6： 全面依存
8： 本動作は3日間の間に1回も なかっ
た
【 R4】
1： 入浴の実施以下
2： 入浴の実施
3： 浴室内での坐位保持
4： 第三者の援助なし で入浴
5： 安定し た浴槽の出入り と 洗身

10 ur i nat i on 排尿 文字列 1 【 包括的自立支援プ ロ グラ ム】
1： 介助さ れていない
2： 見守り 等
3： 一部介助
4： 全介助
【 居宅サービ ス計画ガイ ド ラ イ ン 】
1： 介助さ れていない
2： 見守り 等
3： 一部介助
4： 全介助
【 R4】
1： 床上での排泄以下
2： 床上での排泄
3： 洋式便器への移乗
4： ズボン やパン ツ の上げ下ろ し
5： 排泄の後始末

排尿の状況について、 各アセスメ ン ト 様式の評価方法で
結果を 記載する （ 評価方法がH/K/Rの場合のみ）

11 def ecat i on 排便 文字列 1 【 包括的自立支援プ ロ グラ ム】
1： 介助さ れていない
2： 見守り 等
3： 一部介助
4： 全介助
【 居宅サービ ス計画ガイ ド ラ イ ン 】
1： 介助さ れていない
2： 見守り 等
3： 一部介助
4： 全介助
【 R4】
1： 床上での排泄以下
2： 床上での排泄
3： 洋式便器への移乗
4： ズボン やパン ツ の上げ下ろ し

排便の状況について、 各アセスメ ン ト 様式の評価方法で
結果を 記載する （ 評価方法がH/K/Rの場合のみ）



3： 一部介助
4： 全介助
【 MDS、 MDS-HC】
0： 自立
1： 準備のみ
2： 観察
3： 部分的な援助
4： 広範な援助
5： 最大の援助
6： 全面依存
8： 本動作は3日間の間に1回も なかっ
た
【 R4】
1： 食事の直接介助以下
2： 食事の直接介助
3： 食事の際の特別なセッ ティ ン グ
4： 食べこ ぼし
5： 上手に食べる こ と

更衣（ 上衣） 文字列 1 【 包括的自立支援プ ロ グラ ム】
1： 介助さ れていない
2： 見守り 等
3： 一部介助
4： 全介助
【 居宅サービ ス計画ガイ ド ラ イ ン 】
1： 介助さ れていない
2： 見守り 等
3： 一部介助
4： 全介助
【 MDS、 MDS-HC】
0： 自立
1： 準備のみ
2： 観察
3： 部分的な援助
4： 広範な援助
5： 最大の援助
6： 全面依存
8： 本動作は3日間の間に1回も なかっ
た
【 R4】
1： 上衣の片袖を 通す以下
2： 上衣の片袖を 通す
3： ボタ ン のかけはずし
4： ズボン やパン ツ の着脱
5： 衣類の整え

更衣（ 上衣） の状況について、 各アセスメ ン ト 様式の評
価方法で結果を 記載する



3： 一部介助
4： 全介助
【 MDS、 MDS-HC】
0： 自立
1： 準備のみ
2： 観察
3： 部分的な援助
4： 広範な援助
5： 最大の援助
6： 全面依存
8： 本動作は3日間の間に1回も なかっ
た
【 R4】
1： 上衣の片袖を 通す以下
2： 上衣の片袖を 通す
3： ボタ ン のかけはずし
4： ズボン やパン ツ の着脱
5： 衣類の整え

15 per sonal _ hygi ene 個人衛生（ 洗顔・ 洗髪・ 爪切り ） 文字列 1 【 MDS、 MDS-HC】
0： 自立
1： 準備のみ
2： 観察
3： 部分的な援助
4： 広範な援助
5： 最大の援助
6： 全面依存
8： 本動作は3日間の間に1回も なかっ
た
【 R4】
1： 手洗い以下
2： 手洗い
3： 洗顔
4： 髭そり ・ スキン ケア・ 洗髪
5： 爪切

個人衛生（ 洗顔・ 洗髪・ 爪切り ） の状況について、 各ア
セスメ ン ト 様式の評価方法で結果を 記載する

個人衛生（ 整髪） 文字列 1 【 包括的自立支援プ ロ グラ ム】
1： 介助さ れていない
2： 一部介助
3： 全介助
【 居宅サービ ス計画ガイ ド ラ イ ン 】
1： 介助さ れていない
2： 一部介助
3： 全介助

個人衛生（ 整髪） の状況について、 各アセスメ ン ト 様式
の評価方法で結果を 記載する



個人衛生（ 爪切り ） 文字列 1 【 包括的自立支援プ ロ グラ ム】
1： 介助さ れていない
2： 一部介助
3： 全介助
【 居宅サービ ス計画ガイ ド ラ イ ン 】
1： 介助さ れていない
2： 一部介助
3： 全介助

個人衛生（ 爪切り ） の状況について、 各アセスメ ン ト 様
式の評価方法で結果を 記載する

19 r ol l _ over 寝返り 文字列 1 【 包括的自立支援プ ロ グラ ム】
1： つかまら ないででき る
2： 何かにつかまればでき る
3： でき ない
【 居宅サービ ス計画ガイ ド ラ イ ン 】
1： つかまら ないででき る
2： 何かにつかまればでき る
3： でき ない
【 R4】
1： 寝返り 以下
2： 寝返り
3： 座位（ 端座位） の保持
4： 座位での乗り 移り
5： 立位の保持

寝返り の状況について、 各アセスメ ン ト 様式の評価方法
で結果を 記載する （ 評価方法がH/K/Rの場合のみ）



3： 支えても ら えばでき る
4： でき ない
【 R4】
1： 寝返り 以下
2： 寝返り
3： 座位（ 端座位） の保持
4： 座位での乗り 移り
5： 立位の保持

座位での乗り 移り 文字列 1 【 包括的自立支援プ ロ グラ ム】
-
【 居宅サービ ス計画ガイ ド ラ イ ン 】
-
【 R4】
1： 寝返り 以下
2： 寝返り
3： 座位（ 端座位） の保持
4： 座位での乗り 移り
5： 立位の保持

座位での乗り 移り の状況について、 各アセスメ ン ト 様式
の評価方法で結果を 記載する （ 評価方法がH/K/Rの場合
のみ）

22 st andup_ cont i nuous 立位の保持 文字列 1 【 包括的自立支援プ ロ グラ ム】
1： 支えなし ででき る
2： 何か支えがあればでき る
3： でき ない
【 居宅サービ ス計画ガイ ド ラ イ ン 】
1： 支えなし ででき る
2： 何か支えがあればでき る
3： でき ない
【 R4】
1： 寝返り 以下
2： 寝返り
3： 座位（ 端座位） の保持
4： 座位での乗り 移り
5： 立位の保持

立位の保持の状況について、 各アセスメ ン ト 様式の評価
方法で結果を 記載する （ 評価方法がH/K/Rの場合のみ）



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ 事業所内で基本チェ ッ ク リ スト 情報と し て一意に管理す
る 番号と する 。 被保険者番号ごと に一意でも よ い。
CHASEでは同番号が送信さ れた際に， 上書き ができ る よ
う （ 二重登録になら ないよ う ） 管理する 。

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

7 eval uat e_ dat e 評価日 文字列 8 ○ yyyyMMdd 0~9から なる 8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

バスや電車で、 一人で外出し ていま すか 文字列 1 0： はい
1： いいえ

日用品の買い物を し ていますか 文字列 1 0： はい
1： いいえ

預貯金の出し 入れを し ていますか 文字列 1 0： はい
1： いいえ

11 vi si t _ f r i end 友人の家を 訪ねていますか 文字列 1 0： はい
1： いいえ

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ン グし た資料上だけの説明行である 。



1： はい

17 af r ai d_ of _ f al l i ng 転倒に対する 不安は大き いですか 文字列 1 0： いいえ
1： はい

6ヶ 月間で2kgから 3kg以上の体重減少が 文字列 1 0： いいえ
1： はい

19 hei ght 身長（ cm） 数値 3 1 セン チメ ート ル単位入力（ 小数点第一位まで）

20 wei ght 体重（ kg） 数値 3 1 キロ グラ ム単位入力（ 小数点第一位まで）

21 bmi BMI 数値 3 1 体重（ kg） ÷身長（ m） ÷身長（ m） （ 小数点第一位ま
で）

半年前に比べて固いも のが食べにく く な 文字列 1 0： いいえ
1： はい

お茶や汁物等でむせる こ と があり ま すか 文字列 1 0： いいえ
1： はい

24 car e_ about _ t hi r st 口の渇き が気になり ますか 文字列 1 0： いいえ
1： はい

週に1回以上は外出し ていますか 文字列 1 0： はい
1： いいえ

昨年と 比べて外出の回数が減っ ています 文字列 1 0： いいえ
1： はい

周り の人から ｢いつも 同じ 事を 聞く ｣など
の物忘れがある と 言われますか

文字列 1 0： いいえ
1： はい

自分で電話番号を 調べて、 電話を かける 文字列 1 0： はい
1： いいえ

今日が何月何日かわから ない時があり ま 文字列 1 0： いいえ
1： はい

（ こ こ 2週間） 毎日の生活に充実感がな 文字列 1 0： いいえ
1： はい

（ こ こ 2週間） こ れまで楽し んでやれて
いたこ と が楽し めなく なっ た

文字列 1 0： いいえ
1： はい

（ こ こ 2週間） 以前は楽にでき ていたこ
と が今はおっ く う に感じ ら れる

文字列 1 0： いいえ
1： はい

（ こ こ 2週間） 自分が役に立つ人間だと 文字列 1 0： いいえ



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ CHASE基本項目様式と し て１ 帳票に表示する 明細情報の
単位と し て送信する 。 事業所内でCHASE基本項目の様式
情報と し て一意に管理する番号と する。 被保険者番号
ごと に一意でも よい。 CHASEでは同番号が送信さ れた際
に， 上書き ができ る よう （ 二重登録になら ないよ う ）
管理する。

6 r ecor d_ dat e 記録日 文字列 8 ○ yyyyMMdd 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

記録職員職種 文字列 3 010： 医師
020： 歯科医師
030： 薬剤師
040： 看護師
050： 准看護師
060： 保健師
070： 助産師
080： 理学療法士
090： 作業療法士
100： 言語聴覚士
110： 柔道整復師
120： あん摩マッ サージ指圧師
130： 歯科衛生士
140： 精神保健福祉士
150： 介護支援専門員
160： 社会福祉士
170： 介護福祉士
180： 福祉用具専門相談員
190： 管理栄養士
200： 栄養士
210： その他

8 hei ght 身長 数値 3 1 センチメ ート ル単位入力（ 小数点第一位まで）

9 wei ght 体重 数値 3 1 キログラ ム単位入力（ 小数点第一位まで）



13 meal _ f or m 食事の形態 文字列 2 01： 0j _ 嚥下訓練食品0j
02： 0t _ 嚥下訓練食品0t
10： 1j _ 嚥下調整食1j
21： 2-1_ 嚥下調整食2-1
22： 2-2_ 嚥下調整食2-2
30： 3_ 嚥下調整食3
40： 4_ 嚥下調整食4

14 bat hel _ i ndex_ meal 食事 文字列 2 01： 自立
02： 一部介助
03： 全介助

移乗 文字列 2 01： 自立
02： 軽度の介助で可能
03： 高度の介助を 必要と するが、
座っ ていら れる
04： 座位バラ ンス困難

整容 文字列 2 01： 自立
02： 一部介助か全介助

ト イ レ 動作　 ト イ レ の使用 文字列 2 01： 自立
02： 一部介助
03： 全介助

入浴 文字列 2 01： 自立
02： 一部介助か全介助

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



階段 文字列 2 01： 自立
02： 一部介助
03： 全介助

更衣 文字列 2 01： 自立
02： 一部介助
03： 全介助

排便管理 文字列 2 01： 自立
02： 時々失敗
03： 失禁

排尿管理 文字列 2 01： 自立
02： 時々失敗
03： 失禁

24 f i m_ meal 食事 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

整容 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

実連携項目ではない。 以下水色セルの項目を グルーピ ングし た資料上だけの説明行である。



更衣（ 下半身） 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

29 f i m_ t oi l et ト イ レ 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

排尿コ ン ト ロ ール 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

排便コ ン ト ロ ール 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

ベッ ド ・ 車椅子移乗 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

ト イ レ 移乗 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

浴槽・ シャ ワー移乗 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立



36 f i m_ st ai r _ movement 階段移動 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

37 f i m_ under st andi ng 理解 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

38 f i m_ expr ess 表出 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

社会的交流 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

問題解決 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

41 f i m_ memor y 記憶 文字列 2 01： 完全自立
02： 修正自立
03： 監視又は準備
04： 最小介助
05： 中等度介助
06： 最大介助
07： 全介助

42 deat h_ dat e 死亡日 文字列 8 yyyyMMdd 死亡日を 入力
0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ CHASE基本項目( 既往歴情報) 様式と し て１ 帳票に表示す
る 明細情報の単位と し て送信する 。 事業所内でCHASE基
本項目( 既往歴情報) の様式情報と し て一意に管理する
番号と する 。 被保険者番号ごと に一意でも よ い。 CHASE
では同番号が送信さ れた際に， 上書き ができ るよ う
（ 二重登録になら ないよ う ） 管理する。

外部システム管理明細番号 文字列 150 ○ 事業所内でCHASE基本項目( 既往歴情報) の様式情報と し
て以降の実施日から の情報を 一意に管理する 番号。 外
部システム管理番号ごと に一意でよ い。 CHASEでは同番
号が送信さ れた際に， 上書き ができ るよ う （ 二重登録
になら ないよう ） 管理する。

7 r ecor d_ dat e 記録日 文字列 8 ○ yyyyMMdd 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

8 di sease_ name 病名 文字列 50 病名文字列

発症年月日 文字列 8 yyyyMMdd 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

10 t r eat ment _ cat egor y 治療区分 文字列 1 0： 継続
1： 退院
2： 完治
3： 終了
4： 死亡

入院・ 通院等区分 文字列 1 0： 入院
1： 通院
2： 往診
3： なし

12 i nj ur y_ code 傷病ｺ ﾄーﾞ 文字列 8 （ 未定義） 今後のバージョ ンで定義を 追加予定。
現時点では未設定と する こ と 。





3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ CHASE基本項目( 服薬情報) 様式と し て１ 帳票に表示する
明細情報の単位と し て送信する。 事業所内でCHASE基本
項目( 服薬情報) の様式情報と し て一意に管理する番号
と する 。 被保険者番号ごと に一意でも よ い。 CHASEでは
同番号が送信さ れた際に， 上書き ができ るよ う （ 二重
登録になら ないよう ） 管理する。

外部システム管理明細番号 文字列 150 ○ 事業所内でCHASE基本項目( 服薬情報) の様式情報と し て
以降の実施日から の情報を 一意に管理する番号。 外部
システム管理番号ごと に一意でよ い。 CHASEでは同番号
が送信さ れた際に， 上書き ができ る よう （ 二重登録に
なら ないよ う ） 管理する 。

7 r ecor d_ dat e 記録日 文字列 ○ yyyyMMdd 0~9から なる8桁の数字　 yyyyMMdd
例　 2018年4月1日→20180401

8 dr ug_ name 薬剤名 文字列 50

9 dr ug_ code 薬剤コ ード 文字列 9 レ セ電算コ ード
（ 診療報酬請求支払の医薬品マス
タ ー）

10 amount 分量 数値 4 2

11 amount _ uni t 分量の単位 文字列 20

12 use_ i nst r uct i on 用法 文字列 256

13 dose 用量 数値 3



3 i nsur er _ no 保険者番号 文字列 6 ○

4 i nsur ed_ no 被保険者番号 文字列 10 ○

外部システム管理番号 文字列 150 ○ CHASE基本項目( 同居人情報) 様式と し て１ 帳票に表示す
る 明細情報の単位と し て送信する 。 事業所内でCHASE基
本項目( 同居人情報) の様式情報と し て一意に管理する
番号と する 。 被保険者番号ごと に一意でも よ い。 CHASE
では同番号が送信さ れた際に， 上書き ができ るよ う
（ 二重登録になら ないよ う ） 管理する。

外部システム管理明細番号 文字列 150 ○ 事業所内でCHASE基本項目( 同居人情報) の様式情報と し
て以降の記録日から の情報を 一意に管理する 番号。 外
部システム管理番号ごと に一意でよ い。 CHASEでは同番
号が送信さ れた際に， 上書き ができ るよ う （ 二重登録
になら ないよう ） 管理する。

7 r el at i on 続柄 文字列 2 01： 配偶者
02： 子
03： 子の配偶者
04： 父母
05： 配偶者の父母
06： 孫
07： 祖父母
08： 兄弟姉妹
09： 他の親族
10： 住み込みの雇人
11： その他

同居区分 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

関係区分（ 世帯主） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

関係区分（ 主介護者） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り



関係区分（ 保護者） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

関係区分（ 保証人） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

関係区分（ 後見人） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

関係区分（ 生活指導員） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

本人と の関係（ 家族） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

本人と の関係（ 親戚） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

本人と の関係（ 近隣） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

本人と の関係（ 知人） 文字列 1 0： 該当無し
1： 該当有り

23 wor k_ cat egor y 就労区分 文字列 1 0： 非勤労者
1： 勤労者


